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瀬又層より得られるウニ化石粥

福田芳生芙捉

1．はじめに

鰊皮動物ウニ綱は，球型の殻を持つ正形類と扁

平あるいはハート型の殻を持つ歪形類の2つに大

別される。後者の歪形類の中には，扁平履殼より

なる蛸枕目，ハート型の殻より辰る心形目が含ま

れる。

模式地の瀬又層（市原市瀬又）では，厚さ1師

前後の貝殻砂及びその上位の厚さ0.5"前後の化石

含有量の比較的少ない淡褐色の細粒砂の部分（大

原， 1968の報告による回層及びF層基部に対比さ

れる）より， ウニ類の遺骸を得ることができる。

他の部分では認め難い。

まず，貝殻砂の部分ではウニ類の遺骸は細かな

殼片に分かれ，磨耗したものが多く，小型種を除

いては完全屋個体が少履いのが特徴である。大部

分は疎，歯，顎錐，正形類・歪形類の殻板の一部

産どである。一方，貝殻砂の上位にある淡褐色細

粒砂の部分では， しばしば長径66”，短径61”，

高さ55”の値を有する心形目に属するBriSsus

palidusH.L.C1arkの完全な個体を得ることが

でき，中には微細屋針状の疎が殼表に密生し，生

没化石の状態に近いものもある。

これらの疎皮動物群を調べることによっても，

貝殻砂の部分と上位の淡褐色の細粒砂の部分とで

は，古環境の異履っていることが示唆される。そ

こで，以下に貝殻砂より産出するウニ類化石につ

いて述べ，上位の細粒砂層のものについても言及

し，記載することにすゐ。

hardw1cki(Gray》のほぼ完全丘個体である。殻

の厚さは2”前後あり，他の正形ウニ類に比較し

て厚い。このウニは上岩橋部層や木下部層におい

ても多産し，成田層群の中では最も産出頻度の高

いものである。現生種は内湾の浅い砂底に生息し，

三重県鳥羽より函館に蚕で分布する比較的冷水域

を好む種類である。かつて柴田・神谷（1971）は

房総半島北部に位置する多古の上岩橋部層(割田）

貝層主り，鰊及び殻内にアリストートルのラン

タンと呼ばれる顎器を伴った生没化石について報

告している。

図2～4は直径5”，高さ3mの値を有する，

正形ウニ類の中では小型種に属するコップサンシ

ョウウニ(Z(Toreumtica)apodus(A.Aga-

ssizetH.L.Clark))である。殻は極く薄く，

多くの場合，口側及び頂上系の大部分が失し丘わ

れている。このよう辰ものは， 目の細かな筋を用

いなければ得ることが難しい。現生種は水深12～

500加の砂泥底に生息し，相模湾以南に分布する

暖流系の種類である。

図5は小型のサンショウウニ(T toreu唾もﾕc“

(Leske) )である。殻はキタサンショヮウニ同

様厚く，各殼板の縫合線の部分に深い横溝が存在

するのが特徴である。現生種は本州中部以南の浅

海の砂泥底に生息する。殻の形態による分類では，

貝殻砂の部分から産出する正形ウニ類は上述の3

種類ということになるが，そこから産出する疎の

資料を加えた場合，それらは2倍以上に透る可能

性がある。産出頻度はキタサンショウウニ， コッ

プサンショウウニ，サンショウウニの順である。

次に貝殻砂の部分から産出する，薄い扁平な殻

を持つ蛸枕目のウニ類について述べる。

図6～7は，ハスノハカシパンウニ(SIBaphe-

空理聖型rablllミAA"ssiz)の幼殼のほぼ完全

な個体である。図8～9， 11～12は大型の個体の

殻片である。特に殻片に分離したものでは磨耗が

激しく，殻表面に分布する細か丘結節の大部分か

2． ウニ類化石の記載と論議

まず，貝殻砂の部分から得られるウニ類につい

て述べる。図1は直径33”，高さ15”の正形ウニ

類に属するキタサンショウウニ(Temnopleurus
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ここで心形目以外のウニ類の死後の移動につい

て考えるに，球型の正形類の方が，扁平な底質

に安定し易い蛸枕目よりも水流により運搬され易

いことが挙げられる。概して正形類よりも歪形類

の方が磨耗の度合が高いのは，歪形類の場合，そ

の安定度が災して，移動に際してより多くの時間

を必要とすることに原因があるように思われる

（心形目や球型の正形類では，たとえ殻片に分か

れていても，表面の微細な結節が良く残されてい

るのは，水流により十分磨耗する前に各殻板が分

離してしまうことによる）。

また，貝殻砂の部分からは，正形ウニ類が他の

動物により食害された痕跡も見出されている。それ

は筋により選別した正形ウニ類の鰊表面に，か丘

りの頻度で左右対称の鋭いv字型, X字型及びI

字型の溝が存在していぁことである（図20～23)。

著者は，現生種の正形ウニ類が小魚による攻撃

を受けた場合，鰊表面に同様な鋭いV字型及びX

字型等の溝が形成されるのを観察している。この

ことから考えるに，瀬又層産の正形ウニ類の練に

残された傷は，小魚の咬痕と推定される。しかし，

傷の周囲に修復の痕が見出し得ないのは，底質表

面に脱落した疎であることによるのか， あるいは

鰊に傷が付けられた後， ウニが他の理由により，

急速に死亡したことに原因があるように思われる。

失われている。殻表に付着生物を伴うものは稀で

ある。付着生物（コケムシ，蔓脚類，座着型の管

棲多毛類,石灰藻）の多くは,付着対象物の安定

度に大きく依存していることからすると，それら

は絶えず水流により回転しながら貝殻砂の部分に

運ばれ，堆積した可能性が強い（この不安定丘こ

とが理由で，付着生物が少履いのであろう）。恐

らく，その過程において殻片に分離したことが考

えられる。ハスノハカシパンウニの現生種は水深

0～125沈の砂泥底，砂礫底に生息し，北海道南

部より九州南端の本邦各沿岸に分布する。その他

に，北海道厚岸湾・サハリン・カムチャッカ半島

沿岸に分布するキタハスノハカシパンウニ(Ech-

1narachinusparnnobeSusH.L.Clark)や本州に'．

部より九州各沿岸の0～5077z付近の砂泥底に生息

するヨツアナカシパンウニ(Peronellajaponlca

Mortensen7図1 0)などが見られる。

図13は分離したキタサンショウウニの三角型状

の顎錐（右側の8個）及びキリ状の鋭い歯（左側

の6個）を示す。これらの顎器はウニの死後，周

囲の組織の腐敗により一旦殼腔内に脱落し，次い

で殻の移動あゐいは破壊によって殻外へ脱出した

ものと思われる。図14は三角型の顎錐先端部であ

る。図15～1漱鋭い歯の先端部を示す。千葉市谷

当町の木下部層では，時に殻内に見出されること

もあるが，顎錐や歯は一般に少履い。

この貝殻砂の部分の蛸枕目の産出頻度はハスノ

ノ､カシパンウニ，キク／､スノ／､カシパンウニ， ヨ

ツアナカシパンウニの順である。貝殻砂より産出

するウニ類全体の構成種から見ると，冷水域に生

息するものが優勢であり， この傾向は糸魚川ほか

(1976)によるヒザラガイ類のものと艮く一致する。

貝殻砂の上側では，先にも触れたように大型薄

質の殻を有する心形目, BrissusPalidusH.L

3， まとめ

石灰質の外骨格を有し，殻表面に無数の鰊をそ

丘えたウニ類は，成田層において極くありふれた

化石と辰っている。ウニは正形類と歪形類の2つ

に大別することができ，生態の上にも違いを見る

ことができる。それはまた，死後変化にも反映し

ており，主として遺骸群集からな為瀬叉層の貝殻

砂の部分では，歪形類の中のカシパンウニ類にお

いて特に殻の磨耗の度合が大きい。その理由とし

て，扁平な殻を持つカシパンウニ類は，死後水流

による移動時に， より多くの時間とエネルギーを

必要とすることが挙げられる。

蜜た，分離した正形ウニ類の卿表面に左右対称

の鋭いV字型, X字型及びI字型の溝が認められ，

それらを現生種のものと比較検討した結果，小型

の魚類による咬痕と推定される。

Clarkの完全丘個体がしばしば見出される（図18

～19)。 この旦.palidusH.L.Clarkは現生種

のものでは，本州中部以南の50沈以浅の砂泥底に

埋没して生活するが，その巣孔の深さは5""を越

えることは少履い。この種の大型の心形目は死後

軟体部の腐敗と共に容易に巣孔から脱出し，底質

表面に露出した後は，水流の影響下で速やかに細

か履殼片に分かれてし玄う。従って,旦・palidus

H.L.01arkの保存が艮いということは，貝殻砂

の上位の部分が極めて静穏辰環境の下で堆積した

ものであることを示唆している。
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図の説明

瀬又層（模式地）産の疎皮動物を示す。

図1 ？キタサンショウウニ腹面。中央円型の穴は口器の存在していた部分。

図2～4 ；コップサンショウウニ背面。

図5 ：サンショウウニ背面b

図6～7 ：ハスノハカシパンウニ幼殻背面。

図8～’’ 1 1～12 ：大型のハスノハカシバンウニの殻片。

図10 ：ヨツァナカシパンウニ殻片（図は腹面）。

図1 3 ：死後殻外へ脱出したキタサンショウウニの三角型状の顎錐（右側）及び鋭い歯（左側）。

図14 ：顎錐先端部の一部拡大。

図15～17 ：錐状の歯先端部の一部拡大。 15は外側， 16は内側， 1 7は側面。

図18～19 ：大型の心形目（ハートウニ), BrlssuspalldusH.L.Clarkの殻｡図1 8は殻後方背

面。図1 9は殻背面花紋側。

図20 ：瀬叉層産の正形ウニ類の疎表面に残された左右対称の鋭いV字型の傷（矢印）。これらは現生

種との対比により，小魚による食痕と考えられる。

図21 ：図20の一部拡大。

図22 ：図20の下方に認められる傷（矢印）。これはX字型を呈している例。

図23 ：深いI字型の傷（矢印）。写真の反対側に同様な傷痕が認められる。
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(論文紹介）

エヌ°力・ヴェレシチャギン， イ・ア･ドゥボロヴォ（1978） ：

キルギリャクノi lのマンモスの古生物学的記載 プリローダ誌， 19？8年1月号

マンモスの幼獣の埋没は,第一印象ですでに正真 ルギリャフ川のマンモスでは，左の切歯歯槽部に

正銘のセンセーションに丘るほど， 誉れ葱ことと 萌出した乳切歯（牙）があるが，右では，さわっ

思われた。発掘物は地質学者と古生物学者，微生 ても認知できず，残余の歯もみられない。

物学者と組織学者が研究した。 マンモスの幼獣のふさふさした体毛は，地層から

雄のマンモスの幼獣は，年令が7～8カ月で，お ひきだされたときに一部だけ残った。足のところ

そらく夏の終りか秋の始めに死んだものであ為。 で毛の長さが12.5”に達し，横腹と胸部で21c液あ

その体高は肩甲骨高で100cM,胴長（肩から坐骨 った･その薄粟色の毛は，生きていたときには，

童で)は75cmである。前肢の高さは43cｿ"・足の裏 ほんのわずか暗色だったろう。左の横腹と頚部の

の直径は後肢で14×17c7771,前肢で13×15"""ある。 むきだしの皮膚は洗ったときになめらかで，黄色

発見されたマンモスの幼獣は重量が70噂あった。 っぽい淡褐色であることが認められた。皮膚の厚

ミイラ化（組織の乾燥）していることから考えて， さは横腹で5m，下腹部で71w叩であった、

その実際の重量は死亡前には，おそらく最低90～ 乾いて収縮している鼻は長さ58α"で，約50の横

100K'あったのであろう。頭部は， インディギル 方向の皮フのヒダがあった。鼻のさきの指状の突

力川盆地ベレレスのマンモスの墓場から出土する 起の長さは約50伽，下端のコフ・状の突起は20”，

頭蓋とくらべてみると，似たよう丘大きさのもの 鼻のまわりは上部で26.5”，末端部では断面径3

では乳歯が一部擦りとられて（脱落して）いる。 c7"である。鼻にはところによって毛が保存されて

永久歯は．， 1才ほどの年令に丘ると萌出する◎キ いた。肉桂色の筋肉組織は冷凍化さｵ1ていて可塑
－9－


